
竹が主成分のバイオマス新素材
（100％天然素材のバイオマスプラスチック）

【解決したポイント】 【従来の問題点】
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①竹を主成分とした天然素材１００％であり、
土中で生分解する。
②従来の常識を覆す製造方法の確立により
安価に製造出来る。

①従来のバイオプラスチックは、石油系のプラス
チックが入っており生分解しない。
②従来の竹を用いた製品は、微粉末を用いて製造
するため、目的の値まで粉砕するには非常に製
造が困難であり、安全性の問題ならびにコスト
が高く商業化になっているものはなかった。

　竹が繁殖し竹害が問題となっています。
田舎にある竹等天然素材を資源として利用
することにより、日本そして世界のイナカの
産業を興し、豊かにしたい！！
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①竹を主原料として、全てを天然素材で構成する世界初のバイオマス新素材（竹の幹・枝・葉すべてを利用で
きる）。
②高精度な粉砕機および乾燥装置などが不要で、既存の破砕機・成形機・金型で生産できる。
③竹以外の天然素材（もみがら、間伐材等）も原料化が可能。
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こんなことが出来ます！
高い生分解性を保持し、高い機械的強度を有し、かつコスト低減を
図って、石油製合成樹脂との価格競争力を付けて商業化を実現した
生分解性樹脂組成物を提供します。
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ペレット 成形品(鉢) 観賞用鉢として利用

植樹風景 (鉢植えのまま植樹が可能 )
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